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１、はじめに  
 
調査・研究が必要な背景・理由 
■限られたスペースとディベロッパー一律仕様による不便・不満さが存在する 
都市型のファミリータイプに多い 65〜80㎡台のマンションでは、キッチンスペースは 
3 畳〜3.5 畳程度と収納力に限界があるなかで、日本の多くの家庭では調理器具・家電、食
器や食料ストックが多く、「収納しきれず溢れている」ことが殆どである。 
さらにマンションに設置されているキッチンは住まい手の家族構成やライフスタイルにつ

いてはあまり考慮されず、ディベロッパーの指定したメーカーの一律デザインであるケース

が殆どである。 
 
■“食のグルメ化”進行に比べ、“食周り環境(調理・食シーン)の改善意識がまだ低い 
「食そのものへの関心」(健康に良い食材/オシャレで話題の食品・メニュー、調理への取り
組みや実践)に比べ、片付かずゴチャついたキッチンや食事スペース、一年中同じような食
器を使っているなど「食を豊かに味わうための調理・食事環境意識」はまだ低い。 
 
本来、日本人のモノの所有や使用に関する美意識は「用の美」=工芸を主体として発達し、 
四季を生活に取り入れて楽しむ繊細な意識を持っている民族であるが、いつの間にか現代の

都市生活者たちは限られた空間とおびただしいモノに支配される窮屈な環境で、生活をのび

のびと楽しむことができなくなってしまっている。 
 
都市生活者の多数派である、集合住宅における限られた居住スペースで、生活者として賢く

空間を使い切る知恵・アイディアが今後ますます求められているとの考えで、本調査研究を

実施いたしました。 
 
テーマ：標準的な都市型ファミリータイプマンションにおけるキッチン・食周り 
	 	 	 	 環境 適化のための調査研究 
 
	 	 本研究が今後の食品開発やインテリアコーディネーターの提案の参考になるよう 
	 	 報告書としてまとめます。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 27年 2月 29日 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 暮らし方リフォームキッチン研究班	 笹森誠子・小倉由里衣 
                                           ( 詳細は 39ページをご参照ください ) 
 
※この調査研究は、公益社団法人インテリア産業協会の助成金を受けて行いました。 
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２、研究の目的とフロー  
 
この調査研究は、都市型の平均的な広さのマンション居住者(新規マンション購入やリフォ
ーム検討客)がより快適で使いやすいキッチンや食周り空間を手に入れるための問題解決策
を見つけることにより、顧客に役立つ提案が具体的な形できることを目的としています。 

【調査の種類】 
A. 定性調査(一般居住者)への調査 
	  マンション居住者、マンションでの料理教室・菓子教室開催者などのマンション	  
	  居住者のキッチン・食周り環境の訪問調査(一般者 5名：一人 2時間程度の訪問) 
B. 定性調査(専門家)への調査 
   フードコーディネーター、整理収納サービス従事者、ライフオーガナイザー、整理収   
   納アドバイザー、インテリア冊子編集者など、キッチン・食周り環境に関するスペシ 
   ャリストのヒヤリング(専門家 6名：一人 2時間程度の訪問) 
C. インターネット定量調査 
   A＋Bに基づく考察から、インターネット調査を実施 
   (一都三県の 65〜80㎡の持家分譲マンションに住む主婦 20〜70代	 100名) 
 
【結果】 
	 	 料理や食品の保管、調理道具や設備の必需度などからクロス集計を行った結果、 
	 	 3 つのタイプに分類できることが分かりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
タイプ別の特徴に合わせて提案することにより、よりお客様のお困りごとや問題

解決策に寄り添った提案となり、快適なままお使いいただけるものと思います。 
 
 

手作り時短派 手作りしっかり派 手作り＋惣菜加工品

ミックス派 

タイプ分類 タイプ分類  

・収納しているモノが確

認しやすいこと 

・作業効率の良い機器の

推奨が適している 

・食品の在庫管理がしやす

い。インテリアを損なわず、

空間がスッキリしているこ

とが望まれる。 

・食洗機や IHの導入で作業

スペースを確保。ゴミ箱の

使いやすさやスペースもポ

イントになる。 
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3、現状キッチン訪問調査  
 
3-1 
A. 定性調査(一般居住者への調査)について 
一般のマンション居住者、マンションでの個別教室開催・パン教室開催者などのマンシ

ョン居住者のキッチン・食周り環境の訪問調査を実施し、購入時の状況・悩みごと・独

自の工夫点・日頃の使い方などを調査しました。 
 
以下にヒヤリング内容をまとめます。(対象者 5名) 
 
      Aさん	 調査実施日	 ：平成 27年 7月 9日(木) 
	 	 	 	 	 	 	 家族構成	 	 ：東京都内在住	 30代女性 ご夫婦共働き 
	 	 	 	 	 	   居住スペース：56㎡	 築 1年分譲マンション 2LDK 
              キッチンスタイル：I型対面式 
              ライフスタイル：週の半分は自宅で仕事をしている 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 お客様を自宅に招くことはないので食器は 2人分で良い 
 
      Bさん	 調査実施日	 ：平成 27年 7月 21日(火) 
	 	 	 	 	 	 	 家族構成	 	 ：東京都内在住	 40代女性 専業主婦 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：65㎡	 築 5年分譲マンション 2LDK 
	 	 	 	 	 	 	 キッチンスタイル：I型独立タイプ 
	 	 	 	 	 	 	 ライフスタイル：自宅で月 1回アーティシャルフラワー教室を開き 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 生徒にお茶やお菓子を振る舞うことが多い 
 
	 	 	 Cさん	 調査実施日	 ：平成 27年 7月 29日(水) 
	 	 	 	 	 	   家族構成	 	 ：埼玉県在住	 60代女性会社員 三世代 4人家族	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：80㎡	 築 10年分譲マンション 3LDK 
	 	 	 	 	 	 	 キッチンスタイル：I型対面式 
              ライフスタイル：娘が料理を作るので、ほとんどキッチンで料理をしない 
 
	  	 Dさん	 調査実施日	 ：平成 27年 10月 16日(金) 
	 	 	 	 	 	 	 家族構成	 	 ：東京都内在住	 70代女性２人家族 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：70㎡	 築 28年分譲マンション 3LDK 
	 	 	 	 	 	 キッチンスタイル：L型対面式 
              ライフスタイル：料理は必要 低限作り、殆ど宅配や惣菜を使用している 
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	 	 	 Eさん	 調査実施日	 ：平成 27年 10月 30日(金) 
	 	 	 	 	 	 	 家族構成	 	 ：東京都内在住	 50代女性会社員	 二世代 3人家族 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース	 78㎡	 築 10年分譲マンション 3LDK 
	 	 	 	 	 	 キッチンスタイル：I型対面式 
              ライフスタイル：自宅でパン教室を開催 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日頃から手作りにこだわっている 
	 	 	 	 	 	 	  
3、現状キッチン訪問調査  
3-２	 定性調査(一般居住者への調査)からのご意見 
 Aさん 

I型 2220mm 
Bさん 
I型 2900mm 

Cさん 
I型 2300mm 

Dさん 
L型 3600mm  

Eさん 
I型 2500mm 

購入時にこだ

わった点・要

望した点 

 
 

 
 
 

マンション購

入時は、すで

に変更ができ

ないタイミン

グだったので

食洗機だけ設

置してもらっ

た。 

油汚れなど掃

除面を考え、

独立型にこだ

わ っ て 選 ん

だ。 

 

よく使う人(娘)
の身長に合わせ

て、カウンター

高さのみ要望。 

当時の大工さ

んに壁面収納

を勧められ、キ

ッチンスペー

ス全面を造り

つけ収納にし

た。 

2 人でキッチン
を使うことがあ

るので、シンク

と収納棚までの

作業スペース広

くなること。 

使い始めて良

かった点・利

便性を感じる

点 

 
 

 

収納が少なか

ったので、そ

のスペースに

合わせた生活

になりモノが

増 え な い こ

と。 

24時間ゴミ捨
てができるの

で、キッチン

にゴミがたま

らない。ゴミ

箱が 1 個で済

む。 

カウンターの高

さがよく使う人

の高さになって

いること 

シンク下に設

置した蓋つき

移動ゴミ箱が

非常に良い。 
※画像 6 参照  

ガスオーブンだ

ったことで、パ

ン焼き (パン教

室 )が非常に便
利。 

使い始めて不

便を感じてい

る点 

 
 

 
 
 

調理スペース

が狭い。まな

板が横におけ

ないため、カ

ッ ト す る 時

は、一番不便

を感じる。 

 

魚焼き器・デ

ィスポーザー

は、掃除が大

変なので使用

していない。 

背の高い人に合

わせたカウンタ

ーは、低い人に

は使いづらかっ

た。特に洗い物

は服が濡れるこ

ともある。 

当時の冷蔵庫

が入る大きさ

で壁面収納を

造ったので、冷

蔵庫のサイズ

が限られてし

まう点。 

吊り戸棚の収納

は、扉の位置が

低くても実際も

のが収まる部分

はもっと高い位

置にあり、見た

目と使い勝手に

ギャプがある。 
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Aさん 
I型 2250mm 

Bさん 
I型 3600mm 

Cさん 
I型 2500mm 

Dさん 
I型 2500mm 

Eさん 
L型 3600mm 

収納で工夫し

ている点 

 
 
 

 
 
 

スパイスラッ

クは調味料入

れではなく、

ガス作業で使

うものをまと

めている。 
※画像 1参照  

 

D450mmの 
パントリーに

D300mmの収
納 棚 を 入 れ

て、浅く取り

出しやすくし

て使用してい

る。 

スパイスラック

は調味料入れで

はなく、キッチ

ン周りの清掃用

洗剤置き場とし

ている。他のも

のと混在せず管

理できる。 

普段使うもの

は、手の届く範

囲に置くよう

にし、手が届か

ない無理な場

所は使わない

ようにしてい

る。 

中身が見える透

明ケースに入れ

保管している。

カゴや容器にシ

ールを貼り、中

のものが一目で

分かるように管

理している。 

収納で 
使いやすいと

思う点 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

予め、分別用

のゴミ箱が収

まる家具を選

定。通路にゴ

ミ箱が出てこ

ないので、ス

ッキリストレ

スフリーな空

間が実現して

いる。 
※画像 2参照  

ダイニングテ

ーブル側の壁

面収納に、ラ

ンチョンマッ

トなどが保管

できる。来客

時も、すぐテ

ーブルセッテ

ィングができ

るので効率が

良い。 

収納スペースが

少ないと思う

が、そのスペー

スに合わせて物

量を維持しよう

と心がけるので

収納スペースが

少ない事もメリ

ットだと思う。 

キッチン全面

が収納になっ

ているので、収

納量は多い方。 

間口が広く、あ

る程度の深さの

ある収納が使い

やすい。一目で

ものの位置がわ

かるので、誰が

使っても、もの

の出し入れがし

やすい。 

※画像４参照  

収納で使いづ

らいと思う

点・困ってい

る点 

 

購入のタイミ

ングでは、収

納棚の設置が

できなかった

ため、自分達

で家具を揃え

たが、固定し

た壁面収納が

あるともっと

便利だったと

思う。 

 

食洗機が予め

設置されてい

たが、サイズ

が小さく、も

のが入れづら

い。時間もか

かるので、結

局使わなくな

った。 

※画像 5参照  

スポンジやまな

板、布巾などを

仕舞っておける

場所があると良

い。 
※画像 3 参照  

当時は、全面収

納が良いと思

ったが、冷蔵庫

上、手の届かな

い場所、L字の
コーナー部分

の収納は、すで

に死蔵品置き

場となってい

る。沢山あると

便利とは限ら

ない。 

ブレンダー、ミ

キサー、炊飯器、

オーブンレン

ジ、電気ポット

などといった家

電が多いので、

作業スペースが

確保できる、 
ゆとりのある作

業台があると良

い。 
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Aさん 
I型 2250mm 

Bさん 
I型 3600mm 

Cさん 
I型 2500mm 

Dさん 
I型 2500mm 

Eさん 
L型 3600mm 

調理道具・器

具について 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

余計なものは

極力持たない

ようにしてい

る。ボールと

ザルは各１個

ずつ。足り無

い時は、食器

を使うと割り

切っている。 

あまり使わな

いパン焼き器

などかさばる

物も多い。四

季や料理に合

わせた食器を

集めるのが好

きで比較的調

理道具や食器

は多い方。 

一定量から増え

ることはない。

今の量で落ち着

いているので、

どちらかという

と、使わないも

のは減っていく

傾向にある。使

い易いものだけ

が厳選されてき

た。 

住み始めてか

らの物が溜ま

っていく一方

で、どこに何が

あるが把握で

きていない。2
人で使うには

非常に多いと

感じている。同

じもののたく

さんある。 

調理道具はやや

多い。収納の工

夫をして収めて

いる。料理教室

の生徒が見ても

どこに何がある

か分かるように

管理されてい

る。 

食材管理・買

い物について 

 

 
 
 

 
 
 

先に使うもの

や賞味期限間

近なものは、

手前のカゴに

移し、そのカ

ゴから食材を

使うことにし

ている。 

買い物は頻繁

に行うので、

ストックはし

ていない。水

のストック場

所が欲しい。

今は頻繁に買

っている。 

週末にまとめ買

いをし、足りな

いものは都度購

入。冷蔵庫の中

が空になってか

ら買い物をする

ようにし、在庫

を抱えない。 

近くのスーパ

ーに週数回出

かける他、宅配

のミニ惣菜な

ども活用して

いるので、非常

に便利だと感

じている。 

週数回、買い物

をしている。一

定量をキープし

ながら、買い足

している。常備

品は透明な容器

にラベルを貼っ

て外から確認し

やすい工夫をし

ている。 

料理や食事ス

タイル、来客

について 

 
 

 
 
 

 
 
 

毎食手作りす

るが、食には

あまり関心が

ない方だ。 

 

 

どちらかとい

うと手作りに

こだわり時間

をかける方。

お客様を招く

こともあり、

テーブルコー

ディネートも

充 実 し て い

る。 

平日は、家族で

食事をするが、

週末は、ほとん

ど外食。自宅で

ママ友会をする

時は、ケータリ

ングや惣菜・お

弁当を購入し作

ることはしな

い。 

一人で食べる

ことが多い。調

理は「温める」

「煮る」「炊く」

「茹でる」など

ほぼいつも同

じパターンに

なっている。 

日頃から手作り

にこだわってい

るので、キッチ

ンにいる時間も

長い。自分で焼

いたパンや手作

りスムージーな

ども食卓に並び

健康にも気を使

っている。 
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3、現状キッチン訪問調査  
3-3	 調査画像(※画像 1〜画像 6) 

 

   

 
※画像 1 
スパイスラックに 
調味料だけではなく 
お玉やフライ返しなど 

加熱調理に使用するも	

のを一式まとめている。 

 

 
※画像 2 
分別に必要な数が収まる

ように、ゴミ箱と家具の

選定を行ったことで、動

線がしっかり確保できて

いる。 

 

 
※画像 3 
洗剤やスポンジ、また板、

布巾の保管場所が欲し

い。生活感が出がちなも

のを仕舞えるとシンク周

りがすっきりする。 

 

 
※画像 4 
深い引き出し収納を利

用し、ものが縦に入れ

られるよう籠や仕切り

を活用して整理整頓し

ている。 

 

※画像 5 
食洗機は、もともと設

置してあったが、小さ

いことや時間がかかる

ことから使わなくなっ

た。 

 

※画像 
シンク下に、スライド

する蓋つきのゴミ箱を

設置。匂いが出てこな

いので、非常に気にい

ている。 
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3、現状キッチン訪問調査  
 
3-4 
B. 定性調査(専門家への調査)について 
	

 
キッチンや食周りに関係する内容に従事しているプロフェッショナルのキッチンの使い方

について訪問調査を実施。また、一般顧客に対してアドバイスしていることや相談の多い内

容などを伺いました。 
 
 
以下にヒヤリング内容をまとめます。(対象者 6名) 
 
	 	 	 Aさん：調査実施日	 ：平成 27年 8月 3日(月) 
	 	 	 	 	 	   居住スペース：65㎡	 築 10年賃貸マンション 2LDK 
              キッチンスタイル：I型対面式 
              ライフスタイル：都内在住	 30代女性	 フードコーディネーター 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   自宅が仕事場になっていて調理をすることが多い 
     
       
      Bさん：調査実施日	 ：平成 27年 10月 16日(金) 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：60㎡	 築 12年賃貸マンション 2LDK 
              キッチンスタイル：I型対面式 
              ライフスタイル：千葉県在住	 40代女性 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 整理収納アドバイザー・IC・照明コンサルタント 
                              個人や企業を対象にコンサルティングを行っている 
 
	 	 	   
      Cさん：調査実施日	 ：平成 27年 10月 22日(木) 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：90㎡	 築 5年戸建て 
	 	 	 	 	 	 	 キッチンスタイル：アイランド型 
	 	 	 	 	 	 	 ライフスタイル：神奈川県在住	 40代女性  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   整理収納アドバイザー 
                              キッチン図面を手がける	 	 	 	 	 	 	  
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	  	 Dさん：調査実施日	 ：平成 27年 10月 27日(火)田中 
              居住スペース：75㎡	 築 10年分譲マンション 3LDK 
              キッチンスタイル：I型独立型 
              ライフスタイル：千葉県在住	 50代女性	 整理収納アドバイザー 
                              個人を対象にコンサルティングを行っている 
    	  
 
       Eさん：調査実施日	 ：平成 27年 10月 29日(木) 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：75㎡	 築 10年戸建て 
	 	 	 	 	 	 	 キッチンスタイル：I型独立型 
              ライフスタイル：神奈川県在住 60代女性  整理収納アドバイザー 
                              個人を対象にコンサルティングを行っている 
 
	 	  
      	 Fさん：調査実施日	 ：平成 28年 1月 28日(木)永冨 
	 	 	 	 	 	 	 居住スペース：42㎡	 築 20年分譲マンション 2LDK 
	 	           キッチンスタイル：I型対面式 
              ライフスタイル：都内在住	 40代女性	  
         	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  インテリア関係のフリーペーパー編集者 
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3、現状キッチン訪問調査 
3-4 
B. 定性調査(専門家への調査)について 
 
プロフェショナルの皆さんが仕事を通じてお客様へ(マンション・戸建て)アド
バイスしていること問題点や改善点でよくある内容をについて伺いました。 

(画像は自宅で実際に実践しているものです) 
 

 

■食洗器を活用する 
・食洗器の中に食器を入れておくことで、収納スペ	  
	 ースの有効活用となる。 
・乾燥まで仕上げることで衛生的 
・時間がかかり手洗いの方が早い時もあるが、使い 
	 始めると非常に楽になるので、初めから設置する	 	 	

	 ことはおすすめです。 
 

 

■手が届かないところにモノを入れない 
・手が届かないところは、その後も使う頻度が減る 
	 場所なので、初めからモノを入れない。 
・全体の 3割位の空間を空けておくことで、モノの 
	 出し入れがしやすい。 
・ワンストップで取り出せることで、ストレスが感 
	 じにくくなります。 

 

■IHを活用する 
・作業スペースが足りないと感じる人には、IHを	 	
	 おすすめします。 
・掃除が苦手な人にもおすすめです。 
・火力鍋を振りたい人には、向きません。 
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(画像は自宅で実際に実践しているものです) 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

■食器やカトラリーは使う場所置く 
・キッチンに収納が足りない場合は、使う場所 
	 (例えばダイニング側)で管理する。 
・テーブルセッティングがしやすいので、 
	 お客を招くことが多い人には適してます。  

■容器に移し替えて管理する 
・サイズが揃うので見た目がきれいになる。 
・中身が分かるので在庫管理がしやすい。 
・調理の際、出しやすい。 

 

 

■調味料は、使うものを厳選する 
・ドレッシングは味が違うと増えがちですが、	 使 
	 うものを厳選する。 
・スペースに余裕があるとラベルが見やすくなり	  
	 賞味期限の管理がしやすい。 
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(画像は自宅で実際に実践しているものです) 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

■可動式収納棚を活用する 
・ちょっとモノを置きたいときや、キッチンで座	  
	 りたいときなど、コンパクトな可動棚を活用す 
	 ると非常に便利です。 
 

 

■食器棚の奥行きは 30cmでも適正 
・奥行きが深いほど、出し入れがしにくいものは 
	 奥行きを浅くする。 
 
 

 

 

 

■ガスの回りに調味料を置かない 
・ガスの回りにおくことで、油汚れの原因となり	  
	 掃除が大変になります。 
	 使ったら、その都度しまった方が掃除が楽です。 
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4、インターネット定量調査  
 
4-1 キッチンに関するアンケート 
	 	 前項の A・B調査をもとに、自宅のシステムキッチンの使用実態・キッチ 
	 	 ンや食周り環境に関する工夫・問題点、物量、置き場と管理方法について	 	  
	 	 インターネットでアンケート調査をしました。 
 
 
	 キッチンに関するアンケート 
	 	  
	 	 調査内容：標準的な都市型ファミリータイプマンションにおける 
	 	 	 	 	 	 	 キッチン・食周り環境 適化のための調査研究に関する定量調査 
	 	  
	 	 調査方法：インターネット定量調査 
	  
	 	 調査協力：株式会社マーケティング・アンド・アソシエイツ 
 
	 	 調査期間：2016年 1月 22日(金)〜1月 24日(日)	 3日間 
 
    回収数 	 : 100人 
 
	 	 対象者	 ：一都三県の 65〜80㎡の持家分譲マンションに住む主婦(20〜70代) 
	  
	 	 割付条件：年代別(20・30代/40代/50代/60・70代) 
 
    家族構成：夫婦のみ/夫婦＋子供 1人/夫婦＋子供 2人以上 
 
	 	 職業	 	 ：夫婦共働き/いずれかがパートアルバイトあるいは専業主婦(夫) 
  
 
 
	 	  
	 	 	 ■インターネットアンケート別紙資料添付 40 ページ参照  
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4、インターネット定量調査  
 
4-2	 インターネット定量調査からのタイプ別分類 
     料理や食品の保管、調理道具や設備の必需度などからクロス集計を 
	 	  行った結果、3つのタイプに分類できることが分かりました。 
 
	 	 《タイプ別 3 つの分類》  
	 	 	 	 	  ①手作り時短派  
	 	 	 	  	 ②手作りしっかり派  
	 	 	 	  	 ③手作り＋惣菜加工品ミックス派  
 
 
	 	 	 	 	 	 ※調査サマリーは以下の通りである 
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5、タイプ別分類の特徴  
 
5-1	 「手作り時短派」の特徴 
 
・働いている人、忙しい人、調理の時間が十分にとれない人に多いのが「手作

り時短派」の傾向。とくにメニュー決め・下ごしらえなど料理の前半部分の改

善傾向が強く、準備から後片付け全体に渡ってもっと効率化を図りたいと思っ

ている人が多い。使い勝手の良いツール、食器や盛り付けを楽しみたいという

思いがありながら、実現できていないこともあるのが「手作り時短派」の特徴。 
 
 
◇料理や食品の保管の現状  
・食材や料理の冷蔵冷凍、保管にジップロックなどの保存袋を使うことが多い 
・冷蔵庫、冷凍庫、食品棚の食材はバランスよく消費している 
・冷蔵庫、冷凍庫、収納棚の中は、どこに何を保管するか定まっている 
・食材を買ってきたら下茹で、小分け、フリージングをしておく 
・作り置きのおかずなどを常備・ストックしておく 
 
 
◇料理や食品の保管についての満足度・希望  
＊効率よくテキパキと改善したい項目 
・メニューの決定 
・食材の買い物 
・食材の下ごしらえ 
・調理中の作業手順 
・後片付け 
・食器の選定/使い勝手 
 
 
＊もっと楽しみたいと思っている項目 
・盛り付けやテーブルセッティング 
・調理器具の選定/使い勝手 
・食器の選定/使い勝手 
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◇調理スペースについて  
 
＊作業スペースが足りない・困っている人が３タイプ中一番多い理由 
・ものが多く、片付けや移動しながら作業することが多いから 
・使う調理道具の種類が多いから 
・調理台上に食洗機があり作業スペースがとれないから 
 
＊作業スペースが足りない・困っていない理由 
・洗いながら・片付けながら調理する習慣が身についているから 
・調理台が片付いていて、広く使えるようにしてあるから 
・ダイニングテーブルの上を活用してあるから 
・鍋一つで調理できるなど、あまり道具を使わなくても良いメニューを選んで 
	 いるから 
 
 
◇食品・食材の購入と保管状況  
 
＊使い切れている人の理由 
・どちらかというと都度こまめに買う方 
・在庫を前提に計画的に買うものを吟味、日常に登場しにくい食材の購入はよ 
	 く検討し、特売などに踊らされないように心掛けている 
・家庭の食品在庫を前提に、買い物を心掛けている 
・余った食材を活用してどんなメニューを作るか、考えながら買い物をする 
・必要なものを書きだして買い物に行くようにしている 
・お得だからとバーゲンや特売、タイムセールなどで不必要に買わないように 
	 している 
・保管スペースを超えて食品を買わないようにしている 
 
 
◇調理道具や設備の必需度  
 
・調理器具・調理家電は分散傾向にある 
・いろいろ買うが飽きて使っていないものが多い 
・このタイプは、全体的に調理器具の需要度が高め 
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	 	 電子レンジ 
	 	 キッチンバサミ 
	 	 スケール 
	 	 万能野菜調理器 
	 	 カセットコンロ 
	 	 フードプロセッサー・ミキサー・ブレンダー 
	 	 砥石 
	 	 中華鍋 
	 	 サラダスピナー 
 
◇現在のお住まいでの取り組み(ハード面)で平均より高い項目  
・上から出し入れする縦収納を行っている 
・引き出し内を仕切らず使い、どこに何があるか分かるようにしている 
・シンク内は、洗い場が広く使える工夫がしてある 
・家電は同じ場所で使っている 
 
◇現在のお住まいでの取り組み(ソフト面)で平均値より高い項目  
・消耗品や調理器具の買い方や収納の仕方を工夫している・片付けの癖をつけ 
	 ている 
・ラップやアルミなどの消耗品は使うサイズを決め種類を増やさない 
・タッパーなど保存容器は、サイズと数を決めて増やさない 
・調理道具や食器類をキッチンカウンターに出しっぱなししないですぐしまう 
・仕切りを入れるなど、使いやすい工夫をしている 
・万能洗剤を使い、キッチン回りの洗剤の種類が増えない 
・食材は、一定量から増やさない 
・冷蔵庫は、スッキリさせてから買い物し無駄買いをしない 
 
 
＊取り組んでみたいこと 
・重ねてコンパクトに収納できる鍋や調理道具を使う 
・調味料や、よく使うものは容器に移しサイズを揃える 
・食品を期限内に使い切る 
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5、タイプ別分類の特徴  
 
5-2	 「手作りしっかり派」の特徴 
 
・専業主婦や無職の人に多いのが「手作りしっかり派」の傾向。 
まとめ買いの人も多めでありながら、食材の在庫管理に基づき買い物リストを

作り、ムダな買い物をせず、容器に移し替えたり小分けやフリージングにして

食材をきちんと管理、期限内に使い切っている人が多い。だしからきちんと取

っており、魚を下ろしたり、常備菜などの作り置きなどもこまめに行っている。

食材を使い切れる、無駄使いをしない、シンプルながら料理が楽しくなるよう

な項目中心に、取り組み率が高い。スペースは限られていたとしても調理道具

を広げず、段取りや手際よく調理できる。魚焼き器、圧力鍋やダッチオーブン、

鰹節削りの必需度も高く手間のかかる料理を行っている。生活感が出ないよう

な空間作り、ツールの置き場所やゴミ箱の収納・可動棚の活用などへの関心が

高い。全項目において満足度が高いのが「手作りしっかり派」の特徴。 
 
 
◇料理や食品の保管の現状  
・食材を買ってきたら下茹で、小分け、フリージングなどして、使い切れる・ 
	 使いやすいように保存する 
・魚は、切り身で買うのではなく、自分でおろして調理するほうだ 
・ドレッシングやソース、合わせ調味料は、一から作ることが多い 
・保管開始日などを袋や容器に記入しておくほうだ 
・作り置きのおかずなどを常備・ストックしておくほうだ 
・だしは鰹や昆布などからきちんと取るほうだ 
 
◇料理や食品の保管についての満足度・希望  
＊満足している項目 
・食材の買い物 
・食材の下ごしらえ 
・調理中の作業手順 
・食材の収納・管理（冷蔵庫に入れるもの） 
・食材の収納・管理（常温保存のもの） 
・食器の選定/使い勝手 
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◇調理スペースについて  
 
＊スペースが決して広いというわけではないが、困っていない人が３タイプ中

一番多い理由 
・料理の段取りや手際が良いほうだから 
・調理道具をあまり使わない・広げないから 
・食洗機やディスポーザー(生ゴミ処理機)など、洗い物や片付けを助けてくれ 
	 る設備が整っているから 
 
 
◇食品・食材の購入と保管状況  
 
＊うまく使い切れている人が他に比べてやや多い理由 
・どちらかというと都度こまめに買う方 
・在庫を増やさないよう定期的にチェック、余った食材の活用を考慮した買い 
	 物、調味料を増やさず手作りを心掛けている 
・定期的に食材や調味料の在庫点検をしている 
・余った食材を活用してどんなメニューを作るか、考えながら買い物をする 
・特定メニュー向け専用調味料、ドレッシング・缶詰ソースなどはなるべく買 
	 わず手作りを心掛けている。 
・規格の小さいものを買い、早めに使い切れるようにしている 
・保管スペースを超えて食品を買わないようにしている 
 
 
◇調理道具や設備の必需度  
 
・調理器具・調理家電を厳選している 
・料理や目的別にいろいろ持って使い分けを楽しむ人が多い 
＊平均より必需度が高いもの 
・魚焼き器 
・コーヒーメーカー 
・圧力鍋 
・ダッチオーブン、鋳物鍋 
・ウォーターザイバー 
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＊平均より必需度が低いもの 
・鰹削り	 	  
・万能野菜調理器 
・ビルトイン食洗器 
・ビルトイン浄水器 
 
◇現在のお住まいでの取り組み(ハード面)で平均より高い項目  
・扉の内側スペースを有効活用している 
・キッチンに置く色を合わせて生活感が出ないような空間作りをしている 
・稼働棚を活用している 
 
 
◇現在のお住まいでの取り組み(ソフト面)で平均より高い項目  
・食品を期限内に使い切るようにしている 
・道具は、新しいものに飛びついて増やすことなく、シンプルなものを使い続 
	 けている 
・万能洗剤を使い、キッチン回りに洗剤の種類が増えない工夫をしている 
・一緒に使うアイテムは近づけて置いてある 
・普段使いのものでも、気持ちが上がる食器を使うように心がけている 
・調味料や、よく使うものは容器移しサイズを揃えている 
・取り出しやすいように余裕のある収納にしている 
・透明や容器に入れ、中が見えるようにしている 
 
 
＊取り組んでみたいこと 
・タッパーなどの保存容器は、サイズと数を決めて増やさない 
・重ねてコンパクトに収納できる鍋や調理道具を使う 
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5、タイプ別分類の特徴  
 
5-3	 「手作り＋惣菜加工品ミックス派」の特徴 
 
 ・子供がいる家庭に多めなのが「手作り＋惣菜加工品ミックス派」の傾向。
料理があまり得意でなく、メニュー専用調味料や半加工・下処理済食材に頼る

傾向が強い。片付けや料理の効率的手順に苦手意識がある。作る料理の数はあ

まり多くなく、難しい食材にはあまり手を出さないほう。ビルトイン食洗器や

浄水器などは手放せない一方で、凝った料理を作るのに必要な調理器具はあま

り必要としていない。課題は、無駄な買い物を減らし、効率よく使いきれる段

取りのサポートとなる工夫、使いやすいツール・買ってきた食材の管理の改善

に関心が高いのが、「手作り＋惣菜加工品ミックス派」の特徴。 
 
 
◇料理や食品の保管の現状  
・メニュー調味料を使うことが多い 
・半調理・下処理食材使用率が高い 
・食器にラップをかけて食材や料理の冷蔵をすることが多い 
・インスタントやレトルトなど加工品をよく使う 
 
 
◇料理や食品の保管についての満足度・希望  
＊もっと上手になりたい項目 
・メニューの決定 
・食材の買い物 
・盛り付けやテーブルセッティング 
・後片付け 
・食器の選定/使い勝手 
・調理器具の選定/使い勝手 
 
 
＊効率よくてきぱきと改善したい項目 
・食材の収納・管理(冷蔵庫に入れるもの) 
・食材の収納・管理(常温保存のもの) 
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◇調理スペースについて  
 
＊スペースに困っている人が３タイプ中、やや多め 
・スペースは十分あるはずだが、うまく使えていないなどの困りごとがある 
・洗いながら・片付けながら調理することが苦手だから 
・料理の段取り、手際があまり良い方でないから 
・物の位置が決まってなく、探し物が多いから 
・作る量は少ないが、鍋やボール、ザルなどの調理器具が大きいから 
・設備が整っていないから 
 
＊困っていない人の理由 
・作る料理の種類が多くないから 
・電子レンジやオーブンを使う料理が多く、調理台をあまり使わないから 
 
 
◇食品・食材の購入と保管状況  
 
＊うまく使い切れていない人が他に比べてやや多い理由 
・お得だと思い、規格が大きい方をついつい買ってしまう 
・バーゲンやセール品でいつもより安い時にまとめて買ってしまう 
・買い物した時は作る気があったが、疲れて作る気が失せることがよくある 
・いつか使うかもしれないと思って買うが、いつの間にか賞味期限が切れてい 
	 て結局使えない 
 
 
◇調理道具や設備の必需度  
・調理器具・調理家電への関心は他のタイプより低い 
 
 
＊平均より必需度が高いもの 
・電子レンジ 
・ビルトイン(組み込み式)食洗器 
・ビルトイン(組み込み式)浄水器 
 



 25 

＊平均より必需度が低いもの 
・スケール 
・カセットコンロ 
・フードプロセッサー、ミキサー、ブレンダー 
・砥石 
・中華鍋 
 
 
◇現在のお住まいでの取り組み(ハード面)で平均より低い項目  
・扉の内側スペースを有効活用している 
・キッチンに置く色を合わせて生活感が出ないような空間作りをしている 
 
 
◇現在のお住まいでの取り組み(ハード面)で平均より低い項目  
・仕切りを入れるなど、使いやすい工夫をしている 
・万能洗剤を使い、キッチン回りに洗剤の種類が増えない工夫をしている 
・食材は、一定量から増やさないようにしている 
・冷蔵庫は、スッキリさせてから買い物し、無駄買いがないようにしている 
・一緒に使うアイテムは近づけて置いてある 
・重ねてコンパクトに収納できる鍋や調理道具を使っている 
 
 
＊取り組んでみたいこと 
・普段使いのものでも、気持ちが上がる食器を使うように心がけている 
・取り出しやすいように余裕のある収納にしている 
・一緒に使うアイテムは近づけて置いてある 
・ラップやアルミなどの消耗品は、使うサイズを決め種類を増やさない 
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6、【まとめ】  
 

１、	食意識・食の価値観 

・食への関心について問いたアンケートでは、「食へのトレンド・情報への関

心が高く食べることが好きだ」と答えた人が 47％、「食に関心はあまり高くな
い」と答えた人は 1人にとどっている。ほとんどの人が食に対して、何らかの
関心がある結果となりました。特に、「手作りしっかり派」は食への関心が高

く、中でも 40 代の関心が他の年代と比べやや高い。100 人中「惣菜加工品ミ
ックス派」42.0%、「時短派」34.0%、「手作りしっかり裏派」23.0％の割合と
なり、惣菜や加工品を組み合わせて食事を作っている割合が全年代に平均して

分布し子供がいる家庭で多い。これは、都心に暮らす女性が仕事をしながら家

事と仕事を両立し、家事のやりくりに何らかの支障が出ているところを惣菜や

加工品で補っている背景があります。「時短派」は 40〜50 代に多く 36.0％で
働いている人が該当。「手作りしっかり派」は 20代と 60〜70代に多く、専業
主婦/夫が無職に多い結果となりました。 
 
 

２、	普段の食材や家庭での調理状況はどうなっているのか 

・年代別では 50 代が食材保管の位置や食材消費のバランス・小分けなどがき
ちんとできている人が多く、保管方法を比べてみても「惣菜加工品ミックス派」

は、ラップ利用率が高いことが分かりました。食器にラップをかけ、そのまま

冷蔵庫に入れることが多く、メニュー調味料、半調理品、加工食品の利用が多

いことが分かりました。「手作りしっかり派」は、タッパー使用率が高く、下

処理、作り置き惣菜、だしをきちんと取るなどの行動が多い。「時短派」は、

ジップロック利用率が高く、食材保管や消費のバランスを得意としていて、保

存方法だけ見てもそれぞれ違う結果となりました。パントリーなどの食品保存

スペースを提案する際は、このように、どういう保存方法を好みお客様に適し

ているのかを知ることで、収納量やその後の使い勝手を成功させるポイントに

なります。 
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３、	料理やキッチンの満足度比較 

・料理が十分できている・キッチンに満足していると答えたのが 60〜70代の
「手作りしっかり派」のスコアが高く、効率よくてきぱきと改善したいは、50
代のスコアが高い結果に。メニュー決定・食材の下ごしらえや作業手順の満足

度は「時短派」が高く、食材の収納管理は「手作りしっかり派」のスコアが高

い。20〜30 代は、料理にかける時間をもっと増やしたいと思っていることが
分かりました。どういうことをもっと楽しみたいかという質問では、メニュー

の決定と答えたのが 40代や「時短派」、盛付けやテーブルセッティング・食器
選定を楽しみたいという回答が一番多かったのは、20〜30代や「時短派」。食
材買物を楽しみたいのは 40 代や「惣菜加工品ミックス派」の人。もっと上手
になりたいと思っているのは、全般に 40 代と「惣菜加工品ミックス派」のス
コアが高い結果となりました。 
◇50〜70 代の方には、作業性・安全性の良い動線や高さの提案を加えること
で、より満足いただけると考えられます。20〜40 代と「時短派」の方には、
料理や出しやすい、テーブルセッティングが簡単にできる、カトラリーや食器

の収納位置に配慮したソフト面のプランも一緒に提案することも大切だと考

えます。	  
 

４、	調理作業スペース満足度評価 

・調理作業スペースは、困っていない・満足していると回答した人のうち、そ

の理由は「洗いながら片付けながら調理習慣が身についている」が も多く、

特に「時短派」で多い回答となりました。「時短派」は、調理台を片付けて作

業スペースを広く使っていたり、ダイニングテーブルを活用している。鍋一つ

で調理するなど道具をあまり使わないメニューを選ぶ人が多いのが特徴です。

「手作りしっかり派」は料理の段取り、手際が良い、調理道具をあまり広げな

い人が多い。「惣菜加工品ミックス派」は作る料理の種類が少ない、が突出し

ていました。 
・対して、調理作業スペース満足評価で、困っている・足りないと回答した人

は、「料理の段取り、手際があまり良いほうでないから」「ものが多く、片付け 
や移動しながら作業することが多いから」「作ることは大好きだが、片付けが

苦手だから」という人がやや多い。 
◇困っている人の内、「片付いていない・片付けが苦手」な人には、整理収納
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のアドバイスをし、モノの位置を決めてあげることも必要です。定位置保管の

できる計画が適しています。 
 

５、	食品・食材の購入と保管状況 

・まとめ買いをする/使いきれていると回答した人は 60〜70代「手作りしっか
り派」に多い。 
・対して、まとめ買い/残してしまうは、20〜30代、食意識高関与、「惣菜加工
品ミックス派」にやや多め。 
食品・食材を使い切るためにしていることの質問に、使い切れていると回答し

た人は、「家庭の食品在庫を前提に、買物を心がけている」「余った食材を活用

してどんなメニューを作るか、考えながら買い物をする」「必要なものを書き

だして買物に行くようにする」が多め。「時短派」はこのスコアが全体的に高

い。「手作りしっかり派」は「余った食材を活用してどんなメニューを作るか、

考えながら買物をする」「定期的に食材の調味料の在庫点検をしている」「お得

だからとバーゲンや特売、タイムセールなどで不必要に買わないようにしてい

る」が多めの傾向でした。 
対して、食品・食材をうまく使い切れない理由として、「買い得に惹かれて、

バーゲンでつい買ってしまうが、結局疲れて料理できない、やる気が失せたと

いう人が多い結果となりました。 
◇まとめ買いをしても、上手に使い切れる人と使い切れない人で異なるのは、

料理技術だけではなく、在庫の把握と管理ができているかということも大きく

関わってきます。必要な時にすぐに出し入れしやすい、期限が切れないように

先入先出ができる工夫が求められます。深すぎる収納は、死蔵品がたまりやす

く目が行き届かなくなりますので、浅い引き出しやモノに合わせた収納を選択

することでより快適に作業できるようになります。 
 

６、	調理道具についての関心・所用 

・ も多いのは「関心は普通	 一通そろっている」が 38.０%、「調理道具・調
理家電を料理や目的別に色々持って、使い分けを楽しむ方だ。50 代、食意識
高関与、「手作りしっかり派」に多め。 
◇調理するにあたって、ある程度の物量は必要ですが、同じ道具を複数持って

いないか、未使用のものがないかチェックして、一番使いやすい道具に厳選す
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ることも大切です。必要なものだけに絞られると、モノが取り出しやすく作業

もスムーズになり、より快適と感じられるはずです。細かく仕切られた収納よ

りも間口の広い収納の方が、限られた空間を上手に使うことができます。 
 
 

７、	調理道具利用状況 

・頻繁に使う/なくては困る必需品＋使用頻度は少ないがないと困るものとして
「スケール」「カセットコンロ」「フードプロセッサー・ミキサー」「砥石」は、

「時短派」「手作りしっかり派」で必要と回答した人が多め。「惣菜加工品ミッ

クス派」は「電子レンジ」「ビルトイン食洗器」が多いが全体的に利用状況が

低い。 
 
 

８、	現在のお住まいでの取り組み-①自助努力・工夫 

・全体としては「調理道具や食品類をキッチンのカウンターなどに出しっぱな

しにしていない・すぐしまう」「ラップやアルミなどの消耗品は、使うサイズ

を決め種類を増やさないようにしている」「道具は、新しいものに飛びついて

増やすことなく、シンプルなものを使い続けている」が上位を占めました。 
・「時短派」は全体的に実行率が高く「ラップやアルミなどの消耗品は、使う

サイズを決め種類を増やさないようにしている」「タッパーなど保存容器は、

サイズと数を決めて増やさないようにしている」「仕切りを入れるなど、使い

やすい工夫をしている」などが特に高いスコアとなりました。 
・「手作りしっかり派」は、「食品を期限内に使い切るようにしている」「一緒

に使うアイディアは近づけて置いてある」が多い傾向に。 
・「惣菜加工品ミックス派」は総じて実行率が低い。という結果になりました。 
◇このことから、自分のルールがきちんとあるかないかも重要なことであるこ

とが分かりました。設備が整っていれば、一概に快適ということではなく、使

っていく過程も大切です。お客様が「惣菜加工品ミックス派」の場合は、予め 
このような点にも踏まえておく必要があります。 
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９、	現在のお住まいでの取り組み-①自助努力・工夫 

・全体としては、「普段使いのものでも、気持ちがあがる食器を使うよう心掛

けている」「一緒に使うアイテムは近づけて置く」「透明な容器に入れ、中が見

えるようにする」「取り出しやすいように余裕のある収納にする」という内容

へ関心が高い。 
・「惣菜加工品ミックス派」は「気持ちがあがる食器」「一緒に使うアイテムは

近づけて」「透明な容器」が特に多い。 
・「時短派」は「万能洗剤を使い、キッチン回りの洗剤の種類が増えない」「調

味料や、よく使うものはサイズの揃う容器に移す」「食品を期限内に使い切る」

が多い。 
・「手作りしっかり派」は「タッパーなど保存容器は、サイズと数を決めて増

やさない」への関心が高い結果となった。 
◇3タイプともに、引き出物や頂き物、お客様用の食器が収納スペースとして
は大きな割合を占めていることも分かりました。限られたスペースでは、嫁動

率の低いものへスペースを使うのは非効率です。お客様用を持たず、日頃から

良い食器を取り入れることで、大切に使う・満足感が得られるなどの質の向上

へ直接働きかけるメリットがあると考えられます。 
 
 

10、現在のお住まいでの取り組み-②設備・動線 

・全体的としては、「扉の内側スペースを有効活用している」「シンク内は、洗

い場が広く使える工夫がしてある」「家電は、同じ場所で使っている」が特に

多い。 
・「手作りしっかり派」は「扉の内側スペースを有効活用」が多い。 
・「時短派」は「上から出し入れする縦収納を行っている」「引き出し内を仕切

らず使い、どこに何があるか一目でわかるようにしている」「ゴミ箱が収納で

きるようにしている」が多めの傾向。 
◇パナソニック「PaPaPaシンク」やクリナップ「流レールシンク」のように、
排水位置が奥や角にあるシンクにこだわる人もいます。洗う面積が広くとれ、

シンクの中が、ものの一時置き場としても重宝しているようです。 
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11、現在のお住まいでの取り組み-②設備・動線 

・全体的としては、「キッチンに置く色を合わせて、生活感が出ないような空

間作り」「引き出し内を仕切らず使い、どこに何があるか一目でわかる」「スパ

イスラックをキッチン廻りの掃除洗剤置き場として活用」「スパイスラックを

ガス周りで使うもの置き場として活用」が上位を占めた。 
・「手作りしっかり派」は全般に関心が高めで、特に「キッチンに置く色を合

わせて、生活感が出ないような空間作り」「家電は、同じ場所で使う」「ゴミ箱

が収納」などが高スコアとなった。 
・「時短派」は全体的にスコアが低い。 
 
◇キッチンには、機能面だけでなく見た目も重視する人が多く、特に、スポン

ジや布巾、まな板、ゴミ箱は目につくところに置きたくないと思っている人が

非常に多いことも分かりした。その理由は、生活感が出てお客様が来た時に見

られたくない。キッチン全体のカラーコーディネーション含め、インテリアコ

ーディネーターの役割は、このような面でも発揮できるものと思います。 
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【手作り時短派の改善ポイントと提案】 
 
ソ
フ
ト
面 

【関わりのある職種】 
→テーブルコーディネーター、整理収納アドバイザー、キッチンスペシ 
	 ャリスト、フードコーディネーター、インテリアコーディネーター 
	 ライフオーガナイザーなど 

① 食器や盛り付けを楽しみたいなど、「食べるシーン」も大切にしたいタ

イプには、テーブルコーディネートのセッティングが手軽にできる食器

やカトラリーの配置・収納の提案をすることで満足を得られやすい。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
② いろいろ買って使わない物は、仕舞いこむ傾向にあるため、定期的にモ

ノの出し入れをし、棚卸しすることとオススメします。時間がないタイ

プの方には、取り出しやすくなるだけでも効率化が図れます。 
半透明でモノの存在感がある程度わかる収納扉が効果的です。 
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【手作り時短派の改善ポイントと提案】 

ハ

ド
面 

【関わりのある職種】 
→キッチンメーカー、設計士、施工会社、造作家具メーカー、インテリア

コーディネーター、キッチンスペシャリスト、整理収納アドバイザーなど 
① 後片付けを効率よく改善するために、食洗機(ビルトイン・置き型)を推奨。 
 
② 調理道具の中で、中華鍋やサラダスピナーなど収納面積を必要とするもの

が割と多い。深さのある引き出し収納、間口の広い引き出し提案が良い。 
一目で、どこに何があるか時間をかけずに出し入れできることが望ましい。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 作業スペースが足りないという意見が多いのが手作り時短派の特徴	  
鍋を置いても段差が出ないタイプの五徳コンロや IHの提案が適している。 
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【手作りしっかり派の改善ポイントと提案】 
 
ソ
フ
ト
面 

【関わりのある職種】 
	 →整理収納アドバイザー、キッチンスペシャリスト、 
	 	 インテリアコーディネーター、ライフオーガナイザーなど 

 
① 食材、調理器具、調理家電などの量が比較的変動しにくいメリットを活

用し、収納棚やキッチンサイズを決める際は、持ち物チェックを行い、

その量に合わせてプランすることは確実な提案ができます。使い始めて

からモノが収まらないというストレスも回避できる確実な方法です。 
 

② 生活感が出ないような空間作りにこだわりたいというのが共通していま   
	  す。キッチンの面材などに合わせ、家電、収納棚、ゴミ箱などキッチン	  
	  回りのコーデョネーションを一緒に提案することで満足いただけること 
	  が期待できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 調理道具は、あれこれ持たずシンプルなものを好む傾向にあります。 
道具の数が多くない分、一つ一つのクオリティを上げて使うことも 
本物志向の手作りしっかり派には、満足度が高くなるポイントです。 
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【手作りしっかり派の改善ポイントと提案】 

ハ

ド
面 

【関わりのある職種】 
→設計士、キッチンメーカー、施工会社、インテリアコーディネーター、キッ

チンスペシャリスト、造作家具メーカーなど 
① 在庫管理が習慣化されている手作りしっかり派は、深さが浅く間口の広い

引き出し、または全体が見渡せる収納が良い。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
② インテリアを損なわないように、ゴミ箱はあらかじめ収納できるプランが

喜ばれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③ 調理家電の使用頻度が高いので、家電が置ける十分なスペースの確保と 
	  コンセントの数、位置や高さを考慮した提案が良い。	  
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【手作り＋惣菜加工品ミックス派と提案】 
 
ソ
フ
ト
面 

【関わりのある職種】 
→整理収納アドバイザー、キッチンスペシャリスト、 

	 インテリアコーディネーター、ライフオーガナイザーなど 
 
① 無駄な買い物を減らし、効率よく使いきれるサポートとツールが必要。 
食材は、極力透明な袋か容器に移し替え、今、何がどれくらいあるか 
目視できる収納にすることで効果が得られます。カゴに入りきるだけ

の買い物に止めるなど、スペースプランが効果的です。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

② ものの置き場所と置き方を決める。一度、場所が決まると戻しやすく 
なり、在庫量が把握しやすくなります。特に、インスタントやレトル

ト食品の在庫量が多くなりがちなので、調理道具スペースよりも、食

材保管の場所を整えることが重要です。 
③ 洗いながら・片付けながら調理することが苦手な場合、ボール、ザ 
ル、鍋はスタッキングタイプ(重ねてしまえる)を使用し、コンパクトに
使えるアイテムを活用すると良いと考えます。	  
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【手作り＋惣菜加工品ミックス派と提案】 

ハ

ド
面 

【関わりのある職種】 
→設計士、キッチンメーカー、施工会社、インテリアコーディネーター、キッ

チンスペシャリストなど 
① 食洗器の導入をお勧めします。「洗浄」と「保管場所」の役割を担い、 
場所と時間を活用した提案が喜ばれると思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 調理スペースが少なく困っている方には、IHをお勧めします。 
使用していない時は、置きスペースとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ゴミ箱は、分別の種類に合わせて数とサイズを決め、きちんと収納できる	  
場所を設けることでスペースをより広く活用できます。 
惣菜や加工品が多いため、他に比べゴミの量が多くなりがちです。 
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【これから求められること】 

 
今回の調査を通じ、「キッチンスペースが狭い」「収納量が足りない」「選択の

自由度が低い」ことが標準的なマンションのキッチンが使いにくい原因ではな

いことが明確になりました。 
 
「手作り時短派」「手作りしっかり派」「手作り＋惣菜加工品ミックス派」の３

つのタイプに分類できたことから、それぞれタイプ別の特徴に左右されること

を見落としてはいけないことが分かりました。このタイプ別の特徴を踏まえて

提案することで、ライフスタイルも含め、使い始めてからそのお客様に寄り添

える内容のキッチン提案ができるのではないかと思っています。 
 
特にソフト面では、インテリアコーディネーター、キッチンスペシャリストに

よる、コーディネーションや生活動線、ライフスタイルに入り込んだトータル

的視点に加えて、整理収納アドバイザーなどの更に細かく入り込んだ技術面の

役割があり、場合によっては、ファイナンシャルプラナー、ライフプランナー

のような買い物や消費、人生設計、マネープランに精通した方々とのコラボレ

ーションは、新しい改善提案になると思います。 
 
ハード面では、建築士、設計士、施工会社、工務店などの家を造るところが先

に決まっていきがちですが、ハード(家を造ってから)が完成して、その中にソ
フト(ライフスタイルなど)を入れて完成させていくのではなく、ソフトを考量
した上で、お客様にもっとも適したハードを提案する。プランの順番も非常に

大事な要素だということが結果として得られました。 
 
デザインや収納量、サイズ、価格だけでなく、そこでどのような生活を送るの

か？もっとも適したキッチンを提供するために、ハード面とソフト面を切り離

すことなく、より柔軟なプランは、多様化する社会の中で、今後ますます必要

になり、キッチンプランを成功させるカギであると考えます。 
 

 
平成 27年度キッチン調査・研究活動報告書 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 暮らし方リフォームキッチン研究班 
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7、私たちが調査・研究を行いました  

 
	 ◉暮らし方リフォームキッチン研究班	 代表：笹森誠子 
	 	 	 資格：栄養士 
	 	 	 	 	 	 福祉住環境コーディネーター 
	 	 	 	 	 	 ライティングコーディネーター 
 
	 	 	 内容：病院、福祉施設などで栄養士として勤務した経験を生かし、	  
	 	 	 	 	 	 角度を変えた視点で一般家庭のキッチン周りや食環境を 
	 	 	 	 	 	 より快適にしていくことのお役に立ちたいと思っています。 
 
	 ◉暮らし方リフォームキッチン研究班	 小倉由里衣 
	 	 	 資格：インテリアコーディネーター 
	 	 	 	 	 	 AFT認定カラーデザイナー 
	 	 	 	 	 	 1級色彩コーディネーター 
	 	 	 	 	 	 NFDフラワーデザイナー 
	 	 	 	 	 	 フラワー装飾技能士 
	 	 	 	 	 	 宅地建物取引士 
 
	 	 	 内容：色彩学講師として、大学で教鞭をとる傍ら、インテリア 
	 	 	 	 	 	 コーディネーター、フラワーデザイナーとして多岐にわたり 
	 	 	 	 	 	 空間デザインに携わっています。	 	 	 	  

 
	 ◉本調査研究報告書に関する問い合わせ先 
	 	  ( 代表：笹森誠子	 携帯番号 080-1659-8638 ) 
 

  

 

 
調査の様子 
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      資料 〜【インターネット定量調査結果】 
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資料～【インターネット定量調査結果】 
	

■調査概要	

（対象）一都三県の 65～80 ㎡の持家分譲マンションに住む主婦	 （20～70 代）	

（方法）インターネット調査	

（規模）100 名	

（割り付け条件）	

・年代：4 セル（20・30 代	 /40 代	 /50 代	 /60・70 代）	

・家族構成：夫婦のみ	 /	 夫婦+子供の２世帯	 /３世帯他	

・職業：夫婦共働き/いずれかがパートアルバイトあるいは専業主婦（夫）	

 
<実査画面> 
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■対象者プロフィール 

 
 
・年代別・家族構成 
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	 ・夫の職業 

 
	 ・世帯年収 
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	 ・居住面積	 	 /	 キッチン面積	 	 /キッチン形状 

 
 
 

Q2. 食意識・食の価値観 
 
・食への関心が高い人が 47.0%、関心が低い人は 1人にとどまっている。	

・「手作りしっかり派」は食への関心が高い。40 代もやや高め。	
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Q3. 食意識・食の価値観 
・「惣菜加工品ミックス派」42.0%、「時短派」が 34.0%、「手作りしっかり派」23.0%。	

・「時短派」は 40～50 代に多く、36.0%いる「手作りしっかり派」は 20 代と 60～70 代	

に多い。	
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ことも多い(N=42)	

食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう
(N=23)	

調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを
使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

食へのトレンド・情報への関心が高く食べることが好きだ	

食への関心も知識も比較的平均並みだ	

食に関心はあまり高くないほうだ	
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Q4.「普段の」食材や家庭での調理状況 
・50代は食材保管の位置や食材消費のバランス・小分け保存などできている人が多い。 
・「惣菜加工品ミックス派」はラップ利用率が高く、メニュー調味料、半調理品、 
加工食品の利用が多い。 
・「手作りしっかり派」はタッパー使用率が高く、下処置、作り置き惣菜、だしをきちん 
と取るなどの行動が多い。 

	 ・「時短派」はジップロック利用率が高く、食材保管や消費のバランスを得意としている。 

 
Q5. 料理・キッチン満足度 
・十分できている・満足している：60～70代、「手作りしっかり派」のスコアが高い。 
・効率よくてきぱきと改善したい：50代のスコアが高い。メニュー決定・食材の下ごし 
らえや作業手順は「時短派」、食材の収納管理は「手作りしっかり派」のスコア高め。 
・かける時間をもっと増やしたい：20～30代のスコアが高い。 
・もっと楽しみたい：メニュー決定は 40代・「時短派」、盛付けﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｨﾝｸﾞ・食器選定 
は「時短派」や 20～30代、食材買物は 40代や「惣菜加工品ミックス派」で多め。 
・もっと上手になりたい：全般に 40代と「惣菜加工品ミックス派」のスコアが高い。 
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○十分できている・満足している 

 
○効率よくてきぱきと改善したい 

 
○かける時間をもっと増やしたい 
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○もっと楽しみたい 

 

○もっと上手になりたい 
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Q6. 調理作業スペース満足状況	
	 ・20～30 代、料理低関与、「時短派」の満足度が低め。	
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50代(N=25)	
60～70代(N=25)	
手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=42)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=23)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

（%）	

11.0	

 8.0	

12.0	

 8.0	

16.0	

17.0	

 4.1	

25.0	

11.9	

13.0	

 8.8	

60.0	

56.0	

52.0	

60.0	

72.0	

51.1	

71.4	

25.0	

54.8	

78.3	

55.9	

13.0	

20.0	

16.0	

16.0	

 -	

19.1	

 6.1	

25.0	

16.7	

 8.7	

11.8	

16.0	

16.0	

20.0	

16.0	

12.0	

12.8	

18.4	

25.0	

16.7	

 -	

23.5	

0%	 10%	 20%	 30%	 40%	 50%	 60%	 70%	 80%	 90%	100%	

全体(N=100)	

20～30代(N=25)	

40代(N=25)	

50代(N=25)	

60～70代(N=25)	

高関与(N=47)	

平均的(N=49)	

低関与(N=4)	

手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り
惣菜類に頼ることも多い(N=42)	

食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手
作りするほう(N=23)	

調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や
調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

作業スペースは十分あり、あまり困っていない・ほぼ満足している	

作業スペースは十分とはいえないが、あまり困ってはいない	

作業スペースは十分あるはずだが、うまく使えていないなどの困りごとがある	

作業スペースが足りない・困っている	
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Q7. 調理作業スペース満足度評価（困っていない・満足していると回答した人）	
・全体としては「洗いながら片付けながら調理習慣が身についている」が も多く、特に	

「時短派」で多い。	

・「時短派」は調理台を片付けている、ダイニングテーブルの活用、鍋一つなど道具	

をあまり使わないメニューを選ぶ人が多い。	

・「手作りしっかり派」は料理の段取り、手際が良い、調理道具をあまり広げない人が	

多い。	

・「惣菜加工品ミックス派」は作る料理の種類が少ない、が突出している。	

	
	

Q8. 調理作業スペース満足度評価（困っている・足りないと回答した人）	
（※対象者が少ないため参考値）	

・全体としては「料理の段取り、手際があまりよいほうでないから」「ものが多く、	

片づけや移動しながら作業することが多いから」「作ることは好きだが、片付けが	

苦手だから」という人がやや多め。	
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全体(N=76)	

手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=28)	

食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=21)	

調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=22)	（%）	
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Q9. 食品・食材の購入と保管状況	
・まとめ買い/使い切れている：60～70 代、「手作りしっかり派」に多い。	

・まとめ買い/残してしまう：20～30 代、食意識高関与、「惣菜加工品ミックス派」に	

やや多め。	
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全体(N=29)	
手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=14)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=2)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=12)	
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50代(N=25)	

60～70代(N=25)	

高関与(N=47)	

平均的(N=49)	

低関与(N=4)	

手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼るこ
とも多い(N=42)	

食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう
(N=23)	

調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを
使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

どちらかというとまとめて買うほう/うまく使い切れているほう	

どちらかというと都度こまめに買うほう/うまく使い切れているほう	

どちらかというとまとめて買うほう/使い切れない、残ったり捨ててしまうことが多いほう	

どちらかというと都度こまめに買うほう/使い切れない、残ったり捨ててしまうことが多いほう	

（%） 
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Q10. 食品・食材を使い切るためにしていること（使い切れていると回答した人）	
・全体に「家庭の食品在庫を前提に、買い物を心掛けている」「余った食材を活用してど	

んなメニューを作るか、考えながら買い物をする」「必要なものを書きだして買い物に	

行くようにする」が多め。	

	 ・「時短派」はスコアが全体に高い。	

	 ・「手作りしっかり派」は「余った食材を活用してどんなメニューを作るか、考えながら	

買い物をする」「定期的に食材や調味料の在庫点検をしている」「お得だからとバーゲン	

や特売、タイムセールなどで不必要に買わないようにしている」が多めの傾向。	

	

	

Q11.食品・食材をうまく使い切れない理由（使い切れていないと回答した人）	

（対象者が少ないため参考値）	

・買い得に惹かれて、バーゲンでつい買ってしまうが、結局疲れて料理できない、やる気	

が失せたという人が多め。	
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全体(N=85)	
手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=33)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=22)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=29)	（%） 
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	 Q12.調理道具についての関心・所有	

	 ・ も多いのは「関心は普通、一通りそろっている」が 38.0%。	

・「調理器具・調理家電を料理や目的別にいろいろ持って、使い分けを楽しむほうだ」は	

50 代、食意識高関与、「手作りしっかり派」に多め。	
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全体(N=15)	
手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=9)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=1)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=5)	
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60～70代(N=25)	

高関与(N=47)	

平均的(N=49)	

低関与(N=4)	

手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ること
も多い(N=42)	

食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう
(N=23)	

調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを
使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

調理器具・調理家電への関心は薄いほうだ	
調理器具・調理家電への関心は普通で、一通りの品が揃っているほうだ	
調理器具・調理家電を料理や目的別にいろいろ持って、使い分けを楽しむほうだ	
調理器具・調理家電にはこだわるが、厳選して必要なものだけ揃えるほうだ	

（%） 
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Q13. 調理道具利用状況（頻繁に使う/なくては困る必需品+使用頻度は少ないがないと困る）	
・「スケール」「カセットコンロ」「フードプロセッサー・ミキサー」「砥石」は「時短派」	

「手作りしっかり派」に多め。	

・「惣菜加工品ミックス派」は「電子レンジ」「ビルトイン食洗器」が多いが全体的に利用	

状況が低い。	

	

	

Q14. 現在のお住まいでの取り組み-①自助努力・工夫	 （既に実践していること）	
・全体としては「調理道具や食品類をキッチンのカウンターなどに出しっぱなしにしてい	

ない・すぐしまう」「ラップやアルミなどの消耗品は、使うサイズを決め種類を増やさな	

いようにしている」「調理器具を厳選し定位置にしまっている」「タッパーなど保存容器は、	

サイズと数を決めて増やさないようにしている」「道具は、新しいものに飛びついて増や	

すことなく、シンプルなものを使い続けている」が上位。	

・「時短派」は全体的に実行率が高く「ラップやアルミなどの消耗品は、使うサイズを決	

め種類を増やさないようにしている」「タッパーなど保存容器は、サイズと数を決めて増	

やさないようにしている」「仕切りを入れるなど、使いやすい工夫をしている」などが特	

に高スコア。	

・「手作りしっかり派」は「食品を期限内に使い切るようにしている」「一緒に使うアイテ	
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全体(N=100)	
手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=42)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=23)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

（%） 
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ムは近づけて置いてある」が多い傾向。	

	 ・「惣菜加工品ミックス派」は総じて実行率が低い。	

	

Q14.現在のお住まいでの取り組み-①自助努力・工夫	（興味がある・取りいれてみたい）	

・全体としては「普段使いのものでも、気持ちがあがる食器を使うよう心掛ける」	

「一緒に使うアイテムは近づけて置く」「透明な容器に入れ、中が見えるようにする」「	

取り出しやすいように余裕のある収納にする」という内容への関心が高い。	

・「惣菜加工品ミックス派」は「気持ちがあがる食器」「一緒に使うアイテムは近づけて」	

「透明な容器」が特に多い。	

・「時短派」は「万能洗剤を使い、キッチン回りの洗剤の種類が増えない」「調味料や、	

よく使うものはサイズの揃う容器に移す」「食品を期限内に使い切る」が多め。	

・「手作りしっかり派」は「タッパーなど保存容器は、サイズと数を決めて増やさない」	

への関心が高い。	
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全体(N=100)	

手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=42)	

食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=23)	

調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	
（%） 
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Q15.現在のお住まいでの取り組み-②設備・動線	 （既に実践していること）	

・全体的には、「扉の内側スペースを有効活用している」「シンク内は、洗い場が広く使え	

る工夫がしてある」「家電は、同じ場所で使っている」が特に多い。	

	 ・「手作りしっかり派」は「扉の内側スペースを有効活用」が多め。	

	 ・「時短派」は「上から出し入れする縦収納を行っている」「引き出し内を仕切らず使い、	

どこに何があるか一目でわかるようにしている」「ゴミ箱が収納できるようにしている」	

が多めの傾向。	
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全体(N=100)	
手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=42)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=23)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	

（%） 
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Q15.現在のお住まいでの取り組み-	②設備・動線	 （興味がある・取りいれてみたい）	

・全体としては「キッチンに置く色を合わせて、生活感が出ないような空間作り」	

「引き出し内を仕切らず使い、どこに何があるか一目でわかる」「スパイスラックを	

キッチン廻りの掃除洗剤置き場として活用」「スパイスラックをガス周りで使うもの	

置き場として活用」が上位。	

・「手作りしっかり派」は全般に関心が高めで、特に「キッチンに置く色を合わせて、	

生活感が出ないような空間作り」「家電は、同じ場所で使う」「ゴミ箱が収納」などが	

高スコア。	

・「時短派」は全体的にスコアが低い。	
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手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=42)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=23)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	
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手作りはするものの、すぐ食べられる調理済食品や持ち帰り惣菜類に頼ることも多い(N=42)	
食材の下ごしらえから料理プロセスにおいて手間をかけて手作りするほう(N=23)	
調理済食品になるべく頼らず、便利で時短につながる食材や調理ツールを使って手早く効率的に手作りする(N=34)	
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